
平成22年度 福島高専シラバス

分野 形態

1 通年 必修 2 (60) 一般 A
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教科書 高等学校　物理Ｉ、ＩＩ、数研出版, リードα 物理I・II 数研出版　

-　

参考書 力学Ⅰ　大日本図書

関連科目

履修上の注意 小テスト、課題を頻繁に実施するので、副読本を参考に自学自習しておくこと。

試験について
中間試験は前後期とも共通試験日に50分間の試験を実施する。
期末試験は前後期とも50分間の試験を実施する。

評価方法
定期試験の成績を70%、小テストや課題の総点を20%、平常点を10%で総合的に評価す
る。

反発係数（２） 衝突による力学的エネルギー変化
問題演習 運動量、反発係数

授業前には必
ず教科書は読
んでおくこ
と。また常に
前回の授業内
容を整理し、
問題集の基礎
的な問題は解
いておくこ
と。運動量保存則（２） 平面運動における運動量保存則

反発係数（１） 弾性衝突、非弾性衝突

運動量と力積（２） 運動量と力積の関係
運動量保存則（１） 直線運動における運動量保存則

力学的エネルギー保存(2)

位置エネルギー、弾性エネルギー

保存力でない力学的エネルギー保存則
運動量と力積（１） 運動量

力学的エネルギー保存(1) 保存力、力学的エネルギー保存
問題演習 仕事、エネルギー、力学的エネルギー保存

後
期

剛体（１） 剛体、力のモーメント
剛体（２） 重心、平行力の合成
仕事 仕事、仕事の原理、仕事率
運動エネルギー 運動エネルギー、運動エネルギーと仕事の関係
位置エネルギー

摩擦や空気の抵抗を受ける
運動

静止摩擦力、動摩擦力

問題演習、実験 運動の法則、摩擦力

授業前には必
ず教科書は読
んでおくこ
と。また常に
前回の授業内
容を整理し、
問題集の基礎
的な問題は解
いておくこ
と。

運動の法則（１） 運動の法則、慣性の法則
運動の法則（２） 運動方程式

いろいろな力（２） 弾性力、圧力、浮力
力のつりあい 力の合成、作用・反作用

落体の運動（４）

等加速度直線運動(2)、問題演習

斜方投射、問題演習
いろいろな力（１） 力、重力、面から受ける力、糸が引く力

落体の運動（２） 自由落下、鉛直投射
落体の運動（３） 水平投射

前
期

直線運動の速度（１） 直線運動の速度
直線運動の速度（２） 速度、相対速度
問題演習、ベクトル 速度ベクトルの合成・分解
直線運動の加速度 加速度、等加速度直線運動(1)
落体の運動（１）

授業計画
授業項目 理解すべき内容 準備学習

授業の概要と方針 運動とエネルギー、運動量について学ぶ。

到達目標
①物理学の基本的な概念や原理・法則を理解すること。
②物理学的な考え方を習得すること。

目標基準
との対応

福島高専の教育目標との対応：(B-1). (B-4).
卒業時に身に付けるべき学力や資質・能力との対応：2).

JABEE基準1(1)との対応：

対象学年等

学科･学年 授業期間･区分･単位数･時間数 学修単位科目

一般科目（工学
系４科）

科目名 (Eng) 物理(Physics)

担当教員 鈴木　三男
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